


お金をまわして日本を元気にさせよう

よく日 本 には 寄 付 の 文 化 が 育 た な いとい わ れている。

寄 付しても、どこでどんな 風 につ か わ れているの か 、いまいち 分 からな い 。

世 の 中 の お 役 に 立っているはず だ が 、どうもお 金 を出しっぱ なしのような 気 が する。

そんな 印 象 が 一 般 的 だろう。

だったら、寄 付というもの がどれ だ け 素 適 な 仕 事 を成し遂 げるか の モ デ ル を、

次 から次 へと世 に 出していってや ろう。

す ばらしい 実 績 をみ れ ば 、多くの 人 達 が 我も我もと集まってくれよう。

そういった モ デ ル を世 に 提 示していくべく、

「 お 金 をまわ そう基 金 」という財 団 を設 立した 。
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寄 付 に 大 切 な の は「どれ だ け 与 えた か 」で はなく、

「どれ だ け 想 いを注 い だ か 」にあります 。

自 分も、家 族も、社 会も幸 せ に 。

その 想 いを「 寄 付 」に 乗 せてあ げましょう。

寄 付 の 文 化 を高 め 、広く社 会 を巻き込 むことで

より良 い 世 の 中 を創っていきましょう。

きもちのぜいたく

公益財団法人お金をまわそう基金は「助成型財団」です。
助成型財団とは、団体などが行う研究や事業に対する資金の提

供をする財団を言います。私たちは、多くの方からの寄付をお預

かりし、その寄付を社会的な貢献を行う団体に助成することで、社

会の様々な問題の解決や明るい未来を創る活動を行っています。



ごあいさつ

世の中にお金をまわしてやって、より良い経済

や社会を築いていく。そこに住むのは自分たち

であり、子供や孫たちである。だからこそ、お

金をまわすといっても、そこに一人一人の意思

や哲学が反映されなければならない。お金にそ

れぞれの思いや夢を乗せてやるといってもいい。



「お金をまわそう基金」の活動が、じわりじわりと広が
っています。助成を希望する団体からの問い合わせが
驚くほどに多方面から寄せられています。また、ありがた
いことに助成先へのご寄付も、順調に拡大しています。 

この一年間の活動を通じてつくづく感じたのは、私ど
も「お金をまわそう基金」の社会的使命の大きさです。

「これは、お手伝いしなければ」と思わさせられる社会
問題が、次から次へと浮上してくるではありませんか。
それらを、同じ日本人として見て見ぬふりはできません。

まず、助成先ですが、もう驚きの毎日です。
全国各地でさまざまな活動をしている皆さんのお話を
伺うにつけ、「お金をまわそう基金」の力不足を痛感
させられます。もっともっと力をつけて、もっと幅広くお
手伝いさせていただきたいと心底から望みます。 

それほどまでに、世の中には「それはないよな」と思え
たり、「そんな酷い状況に知らない顔できない」ような事象
であふれ返っています。日本人という、もともと心優しくて
痛みを分かち合える民族のはずなのに、どうしてこんな現
実に多くの人々が苦しんでいるのか、憤りさえ覚えます。

そんな現 実に対して、真っ正 面から「なんとかした
い」「なんとかしてあげたい」という思いで活動してい
る人々が、全国にあちこちにおられます。そういった方
々を応援していこうとしているのが、「お金をまわそう
基金」です。したがいまして、私どもの活動資金は、い
くら大きくなってもまだ足りそうにありません。 

それこそ、１００億円でも５兆円でも、ご寄付はいくらあ
っても構わない。どっさりと、世の中にまわさせてもらいた
い。それでもって、苦しんでいる方々に安らぎと希望をお
届けしたい。そんな社会的使命を、ひしひしと感じます。 

一方、助成先への寄付原資ですが、こちらも「お金をま
わそう基金」にとっては、大きな挑戦です。ありがたいこと
に、多くの支援者からのご寄付は順調に集まっています。

しかしながら、厳しい生活を強いられている人々にとっ
ての現実は、それこそ毎日の苦しみです。そういった世の
中の歪みを見せつけられるにつけ、のんびりしてはいられ
ません。もっともっと広い裾野から、多くのご寄付をいただ
けるよう尽力する事が、私どもに求められます。 

そもそも、寄付は文化です。日本のような成熟社会にお
いては、自分や家族さえ安寧であればの生き方に留まる
ことなく、「心のぜいたく」や「気持の満足」に、もっともっと
お金をつかいたいものです。それでもって、人生に潤いを
プラスしていく生き方が問われます。 

同時に、寄付は成熟経済において、有力な経済成長
要因ともなります。たとえば、個人や家計が預貯金に
眠らせている８５９兆円（日銀速報２０１７年９月末）のた
った１％を寄付にまわすだけで、日本経済は、1.7％も
の成長となるのです。 

１９９５年９月以来の超低金利政策で、預貯金の利子
はゼロ同然の状態がずっと続いています。そういうこと
ならと、預貯金の１％を寄付すれば１．７％成長、２％の
寄付で３．４％の成長を実現できてしまうのです。 

そう、お金は抱え込んではいけません。消費や寄付で、
お金をどんどん経済活動の現場にまわしてやることが
大事です。手放したお金が、まわりまわって経済活動を
活発化させ、国民のみなが豊かになっていけるのです。 

元気のない日本経済や社会を活性化させるにも、
「お金をまわそう基金」にいっぱいご寄付をいただき、
世の中にどんどんまわしていきたいものです。

せっかく公益財団として、税控除の枠をいただいて
いるのですから、その特典を最大限に活用して多くの
ご寄付をいただきたいと強く思います。

１００億円でも、５兆円でも、

世の中にまわしてあげたい

公益財団法人お金をまわそう基金
代表理事 澤上篤人
























